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木
粉
に

よ

る

家
畜
飼
育
試
驗
成
績(
其
ー)

」 

林
產
物
の
戰
時
食
料
化
に
關
す
る
硏
究(

第
一
報)

技

師

技

師
 

技

手

原 

田 

安 

倍 

丸/

山 

光

本
試
驗
は
未
だ
實
驗
繼
續
中
の
も
の
で
、 

基
礎
的
試
驗
を
缺
き
、.
實
際
餐
に
當
っ
て
木
粉
施
與
に
よ
る
經
過
を
見
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
共 

の
經
過
も
本
年
終
末
の
結
果
を
見
て
發
表
の
見
込
で
あ
っ
た
が
、
不
取
敢
玆
に
中
覺
吿
を
す
る
次
第
で
あ
る
。

ー
、
緒 

言

古
來
吾
人
の
生
活
と
木
材
と
は
極
め
て
深
い
關
係
に
あ
っ
て
、
衣
住
は
勿
論
の
こ
と
他
の
方
面
に
も
廣
く
用
ひ
ら
れ
て
居
た
が
、
化
學
の
進
步 

は
更
に
木
材
を
余
料
の
方
面
に
迄
進
出
せ
し
め
て
居
る
。
木
材
糖
が
夫
で
あ
る
。
之
は
人
の
食
料
や
家
畜
の
飼
料
と
な
る
が
、
又
木
材
柄
か
ら
酵 

母
に
よ
っ
て
、
蛋
白
質
を
主
備
と
す
る
家
畜
の
飼
料
も
出
來
る
。
•

木
材
落
は
醱
酵
せ
し
め
酒
精
、
グ
リ
セ
リ
ン
、
有
機
酸
等
と
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
、酒
精
は
飮
料
の
外
、
液
體
燃
料
と
し
て
重
要
で
、 

我
が
國
の
如
く
石
油
資
源
の
乏
し
い
國
で
は
此
方
面
へ
の
利
用
が
開
け
る
の
で
あ
ら
う
。

尙
木
材
を
加
水
分
解
し
て
得
た

wf
に
よ
ら
ず
に
、
木
材
に
藥
品
を
添
加
し
又
は
機
械
力
の
處
理
に
依
っ
て
、
或
は
兩
者
を
併
用
し
て
消
化
し
易



-
1

い
狀
態
に
繆
質
せ
し
め
る?
Jf

も
可
能
で
あ
る
。

又
稀
硫
酸
虑
理
に
よ
っ
て
得
た
試
料
の
如
き
は
處
理
前
の
も
の
に
比
し
、
還
元
糖
の
堪
加
が
認
め
ら
れ
、
繊
維
素
、
リ
グ
ー
ー
ン
、
ベ
ン
ト
ー 

ザ
ン
の
::
P:

が
減
少
し
て
居
り
、
家
畜
飼
料
と
し
て
の
價
値
が
高
ま
る
。
又
製
紙
法
に
準
じ
て
苛
性
曹
達
を
以
て
常
壓
又
は
加
壓
の
下
に
長
時
間
煮 

沸
す
れ
ば
、
木
質
物
は
除
去
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
純
粹
に
近
い
セ
ル
ロ
ー
ズ
及
ペ
ソ
ト
ー
ザ
ン
が
很
ら
れ
る
。
是
等
は
草
食
動
物
に
よ
り
澱
粉
と
同 

樣
に
消
化
利
用
せ
ら
れ
る
が
、
玆
に
は
不
取
敢
物
理
的
な
處
理
に
よ
っ
て
木
粉
を
作
り
、
此
れ
に
依
っ
て
豚
を
飼
育
し
つ
、
あ
る
結
果
の
一
部
を 

報
吿
す
る
に
止
め
る
。

二
、 
飼

料

の

調

製

杉
、
眞
樺
等
の
鋸
屑
を
原
料
と
し
て
、
二
馬
力
モ
ー
ト
ル
を
有
す
る
粉
碎
滯
を
用
ひ
、
更
に
細
粉
と
し
、
ハ
〇
卧
飾
を
通
し
た
も
の
を
主
と 

し
、
五
〇
目
、
三
〇
目
、
の
三
種
の
木
粉
を
得
、
煮
沸
せ
る
普
通
厨
芥
に
混
和
し
て
是
れ
を
二
割
乃
至
三
割
施
观
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。 

是
等
木
粉
の
二
割
乃
至
三
割
を
家
庭
よ
り
出
る
厨
芥
に
加
へ
た
も
の
と
、
厨
芥
の
み
に
よ
る
飼
料
と
の
比
較
飼
育
を
行
っ
た
。
 

尙
當
試
驗
の
初
期
に
於
て
は
動
物
を
飼
料
に
順
應
せ
し
め
る
目
的
で
燕
麥
粉
を
添
加
し
た
。

三
、 
試

驗

成

績

.

生
後
一
四
四
日
を
經
た
略
同
様
の
生
育
狀
況
に
あ
る
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
ニ
頭
に
就
て
、
昭
和
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
一
日
二
囘
普
通
飼
料(

家
庭 

よ
り
出
る
厨
芥)

を
給
與
し
た
も
の
を
對
照
動
物(

ー
號)

と
し
、
普
通
飼
料
に
木
粉
及
燕
麥
粉
を
混
合
し
て
前
者
と
同
域
給
與
し
た
も
の
を
試 

驗
動
物(

二
號)

と
し
た
。

兩
者
を
二
月
二
十
九
日
迄
飼
育
し
た
結
果
は
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。



次

に
四

月

一

日
よD
同

樣

音
&
»

續
し
た
結
果
任
第
三
衣
の
如
く
で
あ
る
。
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即
ち
上
表
に
見
る
如
く
十
日
目
迄
は
兩
方
共
重
;!!C
の
増
減
が
な
く
、

一
五
日
目
に
は
普
通
厨
芥
飼
育
豚
は
一
五•

八
五％

の
増
加
を
示
し
、
木 

粉
を
加
へ
た
も
の
が
一
五
・
二
九％

の
増
加
を
示
し
、
木
粉
を
加
へ
た
も
の
が
僅
に
減
少
し
て
居
る
が
、
二〇

日
目
に
は
前
者
は
四•

ニ
ー％

の 

増
加
に
對
し
、
後
者
五
・
一 Q
紡
の
増
加
を
示
し
、
二
五
日
目
に
は
前
者
三
・
〇
三％

に
對
し
後
者
ー 
•

九
四％

増
加
を
示
し
、
更
に
三
〇
日
目 

に
は
前
者
ー 

〇 

・
七
八％

に
對
し
後
者
九
・
五
二％

の
増
加
を
見
せ
、
四
月
中
全
傅
の
成
績
を
見
る
に
普
通
厨
芥
飼
料
に
よ
っ
た
對
照
豚
(

第 

ー
ー
號)

は
三
七
・
八％

の
増
加
に
對
し
、
木
粉
二
割
混
合
の
試
驗
豚(

第
一
號)

は
三
五
・
二
九％

の
増
加
で
二
・
五
ー ％

の
減
少
を
見
て
居
る 

に
過
ぎ
な
い
。 

•

今
本
試
驗
の
成
績
を
了
解
し
易
か
ら
し
む
る
為
に,

生
長
曲
線
を
描
く
と
第
一
圖
の
如
く
で
あ
る
。

五





八

四
、
考 

察

由
來
幼
動
物
の
成
長
中
は
筋
肉
共
の
他
體
組
織
の
細
胞
分
裂
が
盛
ん
で
あ
っ
て
、
蛋
白
質
の
蓄
積
が
旺
盛
で
あ
る
が
生
長
が
進
む
に
つ
れ
て
細 

胞
の
肥
大
成
長
が
主
と
な
り
脂
肪
の
蓄
積
が
盛
ん
と
な
り
、
 

成
長
中
の
動
物
は
特
に
蛋
白
質
の
合
成
作
用
が
盛
ん
で
あ
り
、 

加
之
蛋
白
質
及
び
そ 

の
他
の
榮
焚
素
の
分
解
作
用
も
亦
甚
だ
旺
盛
で
あ
る
。
從
っ
て
其
の
飼
料
は
比
較
的
蛋
白
質
に
富
み
且
つ
又
他
の
養
分
に
も
富
ん
だ
良
質
の
も
の 

を
必
要
と
す
る
。

即
ち
可
消
化
張
白
質
に
富
み
榮
養
價
値
の
大
な
る
飼
料
を
、
而
も
多̂

に
攝
取
す
る
を
要
す
る
處
で
あ
る
が
、
本
試
驗
の
結
果
よ
り
見
る
に
養 

豚
に
對
し
て
厨
芥
を
飼
料
と
す
る
場
合
は
二
—
三
割
程
度
の
木
粉
混
用
は
榮
養
價
値
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
。 

殊
に
豚
は
そ
の
維
持
飼
料
と
し
て
も
可
消
化
蛋
白
質
の
虽
が
〇
・
九
四
— 

一.
〇
六

JtE
で
可
消
化
養
分
の
總
量
は
四•

二
—
五•

七]

iE
で
あ
り
冇
効 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
菊
は
諸
氏
の
結
果
を
綜
合
す
る
と
三
四
、
〇
〇
〇c

a
ー

で
、
正
味
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
平
均
二
七
、
七
七
八c

a  
ー
で
あ
り
、
是
を
澱
粉
價 

に
換
算
す
れ
ば
八
・
二
死
と
な
る
が
、
こ
れ
に
比
し
維
持
飼
料
更
に
少
き
を
以
て
足
る
羊
、
馬
等
の
飼
料
と
し
て
は
考
慮
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
木 

質
物
が
除
去
せ
ら
れ
た
セ
ル
ロ
ー
ズ
及
ベ
ン
ト
ー
ザ
ン
は
草
食
動
物
に
對
し
て
澱
粉
と
同
様
に
消
化
利
用
せ
ら
れ
る
こ
と
は
唯
單
な
る
滿
腹
感
を 

與
へ
る
以
外
に
有
効
な
る
飼
料
た
り
得
る
も
の
と
思
料
せ
ら
れ
る
。

•

五
、
結 

び

㈠
 

木
粉
を
以
て
豚
を
飼
育
し
た
以
上
の
結
果
か
ら
見
る
と
、
木
粉
の
榮
養
的
價
値
に
就
て
は
未
だ
鮮
明
せ
ら
れ
な
い
が
、
養
豚
に
對
し
て
も
そ 

の
ニ
—
三
割
の
加
用
は
有
吿
作
用
は
認
め
ら
れ
ず
、
滿
腹
感
を
與
へ
る
た
め-
の
補
助
飼
料
と
し
て
充
分
の
役
割
を
果
す
の
み
な
ら
ず
寧
ろ
蚯
芥 

の
み
に
よ
る
も
の
よ
り
可
良
な
傾
向
を
も
窺
は
る
。

㈡
 

從
っ
て
鋸
屑
そ
の
も
の
と
し
て
は
飼
料
的
價
値
は
少
い
で
あ
ら
う
が
、
更
に
微
細
な
木
粉
と
せ
る
埸
合
に
補
助
飼
料
と
し
て
一
般
家
雀
飼
料

に
者
慮
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
。

㈢

鋸/

I1}
の
物
理
的
處
理
に
依
て
間
接
的
に.
吾
人
は
木
材
を
変
料
に
供
し
術
ら
る
ゝ
が
、
更
に
木
粉
は
取
粉
と
し
て
も
充
分
利
用
が
出
來
る
。 

㈣
 

豚
よ
り
も
維
持
飼
料
の
要
求
少
な
き
羊
、
馬
等
の
草
食
動
物
に
對
し
て
は
、
單
に
滿
腹
感
以
外
に
木
質
物
の
除
去
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
如
き 

は
消
化
利
用
せ
ら
れ
る
も
の
と
思
料
せ
ら
れ
る
。

㈤
 

引
續
き
高
座
處
理
及
高
厘
爆
碎
に
よ
る
鋸
屑
の
物
理
的
處
理
、
酸
、
ア
ル
カ
リ
處
理
に
よ
る
飼
料
化
及
木W
の
製
出
、
菌
に
よ
る
鋸
屑
、
木 

粉
處
理
を
行
ひ
、
こ
れ
ら
飼
料
と
木
粉
と
の
榮
養
に
關
す
る
比
較
試
驗
等
の
基
礎
的
實
驗
を
平
行
的
に
行
ひ
つ
、
あ
る
。

附
北
海
道
に
於
け
る
鋸
屑
生
産
量

•

鋸
屑
を
細
粉
し
て
木
粉(

w
o
o
d
’f
ou

r
)

と
す
る
場
合
道
內
に
生
產
せ
ら
る
、
鋸
屑!
：
M

を
推
定
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

因
て
十
九
年
度
道
內
素
材
割
當
量
か
ら
槪
數
を
推
定
し
て
見
る
こ
と
に
し
た
。

道
內
製
材
原
木
割
當
址
は
別
表
の
如
く
で
あ
る
。

(

別
表
省
略)

此
の
內
鋸
屑
生
產
量
の
割
合
は
實
積
に
す
れ
ば
、
製
材
々
甜
の
九•

五％

で
容
積
に
す
れ
ば
二
八％

が
通
常
の
製
材
狀
態
よ
り
生
產
可
能
の
數 

堂
で
あ
る
。

道
內
製
材
工
場
中
火
力
を
使
用
す
る
工
場
は
こ
れ
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
か
ら
一
般
に
使
用
可
能
な
も
の
は
、
電
力
、
水
力
及
內B
機
關
に 

よ
る
工
場
の
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
工
場
の
製
材
數

i£
は
別
表
の
如
く
で
あ
る
が
、
尙
こ
の
割
當
數

fii
に
於
て
現
在
の
能
力
と
し
て
は
八
〇％

を
適
當
と
認
め
ら
れ
る
か 

ら
實
製
材
々
析
は

4
.
44
7

」33
0
.
8
=
3

015
7
-
7
0
6
:
5

九



映驗開始後三十二日目(三月三日)撮彤 

向って右一號豚,左二號豚

• 

-■ 

.

-
0
 

依
っ
て
實
積
は

3
-
5
57 -706

dix0.095H337-982

rH

3-557-706

お ・

 
〇.28

"

 9
9
6 J

5
7

fri

即
ち
約
百
萬
石
の
鋸
屑
を
使
用
し
得
る
で
あ
ら
う
。



旣

• 

• 

s

刊

要

錄

第

一

號 

ト
ド
マ
ツ
結
實
の
豊
凶
豫
知
に
就
て 

、
 

- 

第
二 

號 

林
木
種
子
の
落
下
及
發
芽
に
就
て
の
實
驗
觀
察 

第
三 

號 

高
緯
度
地
方
に
於
け
る
溫
床
養
苗
並
に
其
の
効
果
に
就
て 

第
四 

號 

融
雪
期
に
於
け
る
積
无
密
度
に
就
て 

第

五

號 

萬
能
選
種
機
に
就
て 

第

六

琥 

種
子
の
長
期
貯
藏
と
貯
藏
饌
に
就
て 

第

七 

號 

伐
木
造
材
作
業
の
勘
程
並
に
勞
働
者
の
體
カ
調
査
に
就
て 

第 

八
・
號 

ト
ド
マ
ツ
針
葉
汕
の
ガ
ソ
リ
ン
と
し
て
の
効
果
に
就
て(
第
一
報) 

第

九

號 

森
林
機
械
の
管
理 

• 

第

十

號 

林
業
試
驗
成
績
槪
要(
昭
和
十
八
年
度
版) 

第
十
一
號• 

小
徑
木
の
測
徑
具

第
十
二
號 

北
海
道
に
於
け
す
林
業
勞
力
に
就
て 

第
十
三
號 

木
粉
に
よ
る
家
畜
飼
育
試
驗
成
績(
其
一)

林
產
物
の
戰
時
食
料
化
に
關
す
る
研
究(

第
一
報)


